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集団回収とは？ 

〇市民の皆さんで構成する自治会やこども会などの住民団体が、 

自主的に家庭から出る古紙などの資源物を回収し、資源回収 

業者へ引き渡すリサイクル活動のことです。 

 

〇堺市では回収量に応じて 

１kg あたり４円の報償金 
を交付しています。 

 

〇この機会に、ご近所などで声をかけあって、 

集団回収をỒȈǭみませんか！ 
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されたもの、P４参照）を回収のつど提出してもらえるか確認します。
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〇最初は、協力世帯の方々に集団回収の内容を知ってもらう PR がとても大切です。

回覧板、チラシや掲示板等で、事前に回収日時、回収品目、回収場所などを周知しま

しょう（P９の回覧文例参照）。 

 

  

〇各家庭から出された資源物を回収業者に引き渡します。 

〇引き渡し後は、回収業者から①専用伝票、②計量票（計量証明書）を受け取り、大切

に保管しておきましょう。 

 ※受け取り漏れを防ぐため、毎回の集団回収実施後に、速やかに受け取りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇申請書類一式が、申請月の前月に市から団体の代表者宛てに送付されます。 

〇申請月に、お住まいの各区役所自治推進課へ報償金の交付を申請します。 

 

 

 

 

 

〇上半期は 9 月下旬以降、下半期は 3 月下旬以降順次、団体指定の振込口座に報償金

が振り込まれます。 

【申請月】 ▼上半期（2 月１日～7 月３１日実施分）  ⇒ 8 月 

▼下半期（8 月１日～翌年 1 月３１日実施分）⇒ 2 月

②計量票（計量証明書）の見本 

※計量票とは、回収業者が回収した古紙等を引き渡す際に再資源化業者

（古紙問屋）で発行されるもので、計量法で定められた定期検査に合

格した計量器で計量し、印字されたものに限ります。手書き・コピー

したものなどは不可です。 

①専用伝票  
※回収業者に記入を依頼してください。 

「よくある質問 Q&A」を P７～８に掲載しているよ♪ 

困ったこと、お悩みのことがあれば、 

お住まいの各区役所自治推進課又は資源循環推進課まで 

気軽に相談してね！ 

５．協力世帯へ事前にPRを行う 

６．集団回収を実施し、業者から伝票等を受け取る 

７．市へ報償金の交付申請を行う（年２回） 

８．市から報償金を受け取る 

＜P2 集団回収クイズのこたえ＞ A：６枚 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ひもでしっかり十字にしばる。 

●紙箱等の古紙やカタログ・雑誌類は、新聞と一緒に出

さず、「雑誌・その他の古紙」として分別する。 

○折りたたんでひもでしっかり十字にしばる。 

●ガムテープ、宛名ラベルやシールは「生活ごみ」。 

○水でよく洗って乾燥させてから、開いて平らにし、ひ

もでしっかり十字にしばる。 

●内側が白い紙のものに限る。内側がアルミコーティ

ングされているものは「生活ごみ」。 

○透明または半透明のビニール袋に入れる。 

●綿、布団、裁断くず、カーペットなどは「生活ごみ」又

は「粗大ごみ」。 

雑誌・その他の古紙（一緒に出す）

【雑誌】 教科書・単行本・週刊誌など  

【その他の古紙】 紙箱・紙袋・包装紙など

※品目の詳細 

は P６参照 

○大きさをそろえて、ひもでしっかり十字にしばる。 

○ビニール袋ではなく紙袋に入れて、ひもで十字にし

ばる（紙袋の持ち手が紙以外のものは取り除く）。 

●紙以外の部分（金具やビニール、プラスチックなど）

は素材ごとに分別する。 

●紙箱は開いて平らにする。メモなど小さな古紙は、

雑誌への挟み込みも可。  

新聞 

ダンボール 

紙パック 

古着・古布 

 

●上記は基本的な分類・出し方です。回収業者によって、回収品目や出し方が異なる場合が
ありますので、詳細は回収業者に確認してください。 

回収品目ごとの出し方と注意点 

●リサイクルできない紙類 

（禁忌品→P６参照）は、生活ごみへ 

○一見リサイクルできそうな紙類の中には、紙の

原料にならない禁忌品があります。禁忌品の混

入は、せっかく分別した古紙をリサイクルする

妨げとなってしまいます。 

○禁忌品は、「生活ごみ」に出してください。 

●「新聞」と「雑誌・その他の古紙」は、 

混ぜずに分けて出しましょう 

○新聞に雑誌・その他の古紙や異物が混ざっている

と、作業員が手で選別作業を行うこととなります。 

○現在、古紙の市場価格は低迷しています。正しい 

分別と正しい出し方で、効率的なリサイクルにご 

協力ください。 

●「紙ひも」のご利用を ●ダンボール箱の中に古紙を入れて 

出さないでください 

○ダンボール箱の中にダンボール

等の古紙を入れて出すと、荷崩

れの原因となります。 

○テープ等で段ボールにフタをすると中身が確認

できず、効率的なリサイクルの妨げに…。 

○古紙を出す時は、紙ひもを使う 

のが最適です。ビニール袋やビニールひもを使う

と、ごみが余分に発生すること、手作業でビニー

ル袋やひもを除去するのに手間がかかることなど

から、できるだけ紙ひもを使ってください。 

○紙ひもは、古紙と一緒に再生されます。 
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●トイレットペ

ーパーの芯 

         

●紙袋（持ち手が紙以外

のものは生活ごみへ） 
       

●封筒（窓あき封筒の 

フィルムは生活ごみへ） 
       

●はがき（圧着は
がきは生活ごみへ） 

                        

●カレンダー 
(金具は小型金属へ)          

                        

       

●お菓子の 

紙箱 

●チラシ・ 

パンフレット 

       

●メモ用紙・

プリント類 

       

●包装紙 

         

●ティッシュの紙箱 
（ビニールはプラスチック

製容器包装へ） 

 

 

 
 

○お菓子の紙箱、紙袋、包装紙など、リサイクルできる紙資

源のことです。（新聞・雑誌・ダンボール・紙パックは除く） 

 

 

 

 

 

 

 

○生活ごみの中には、資源としてリサイクルできる「その他

の古紙」がたくさん混ざっています。 

「資源物」として集団回収に出しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

生活ごみの中に 

その他の古紙が 

9.４％も！ 

その他の 

生活ごみ 

 

 A：ダンボールや紙箱などに再生されます。 

 

×カーボン紙、 

ノーカーボン紙 
（宅配便の伝票

など）   
 

×汚れた紙 
  (油のついた紙、

使用済みのティッ

シュペーパーなど)  

 

×防水加工された紙 
  （紙コップ、紙皿
など）    

 

×感熱紙 
  （レシート、フ

ァックス用紙

など） 

×使い捨て 

紙おむつ、 

ペット用 

トイレシート 

 

×においのついた紙 
（石けんの包み

紙、洗剤や線香

の紙箱など） 
 ×写真  ×油紙  ×金、銀などの金属が箔押しされた紙 

×昇華転写紙 （アイロンプリント紙、靴やカバンの詰め物など） 
×感熱性発泡紙 （立体コピー紙、主に点字関係で使用されるもので、熱を加えたところが盛り上がる紙） 

×複合素材の紙 （プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせたもの） 

×合成紙 （プラスチック製品で、正確には紙でないもの） 

◆紙製容器包装のリサイクルマーク   がついていても、上記のものはリサイクルできません。 



 

           

 

＜目次＞ 

Ｑ１．集団回収報償金の対象品目は？ 

Ｑ２．実施団体の登録要件は？ 

Ｑ３．回収方法を決めるにあたっての注意点は？ 

Ｑ４．団体登録前に実施した集団回収分は申請できるの？ 

Ｑ５．回収業者の選定に決まりはあるの？ 

Ｑ６．古紙等の売払価格は決まっているの？ 

Ｑ７．回収量はどのように確認したらいいの？ 

Ｑ８．報償金交付申請の時期や方法は？ 

Ｑ９．持ち去り被害があると聞いたけど？ 

 

 

 

報償金交付対象品目は、新聞、雑誌・その他の古紙、ダンボール、紙パックと古布で

す。飲料用の缶、びん、ペットボトルなどは本市の報償金交付対象品目ではありません。 

＊報償金交付の対象物は家庭から排出されたものに限ります。 

 

 

①  市内の自治会、こども会その他営利を目的としない住民団体であること 

自治会、こども会、管理組合（管理を委託されている事業者の登録は不可）など地

域住民が自主的に組織した団体で、古紙などの集団回収を行う団体が対象となります。 

※個人や企業、事業所、商店など営利団体、宗教法人は登録できません。 

② 概ね 20 世帯以上が協力している団体であること 

ただし、登録団体が集団回収を 2 年以上実施しないときは、登録を取り消す場合

があります。 

 

 

回収品目、回収日時、回収場所、回収方法等は、協力世帯や回収業者と十分にご相談

のうえ、決めてください。 

＊回収場所は、実施団体の責任で敷地や施設の管理者等との  

協議・了解のもとで決めましょう。 

＊回収日時や回収場所が生活ごみ等の回収と重なると、誤っ

て生活ごみ等として回収される恐れがありますのでご注意

ください。生活ごみ等の回収日時・場所と同じ場合は、集団

回収の資源物であることが明確に分かる表示を行う等のご

協力をお願いします。 

 

集団回収よくある質問 Q&A 

Ｑ１．集団回収報償金の対象品目は？

Ｑ２．実施団体の登録要件は？ 

Ｑ３．回収方法を決めるにあたっての注意点は？
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団体登録前に実施した集団回収については、報償金の交付を受けることはできませ

ん。報償金の交付は、団体登録日以降に実施した集団回収が対象になります。 

 

 

 

回収業者の選定は団体に一任していますので、自由にお選びいただけます。

本市では個別業者の紹介、買取価格の調整等は行っておりません。 

なお、選定に困ったときは、参考までに集団回収業者一覧表（※1）をお渡

ししますので、お住まいの各区役所自治推進課へご相談ください（※2）。 

※1：大阪府登録廃棄物再生事業者名簿から堺市内の事業者を抜粋したもの。 

※2：一覧表記載の回収業者以外の業者からも自由に選ぶことができます。 

 

 

 

回収業者への古紙等の売払価格は、回収方法、回収量、回収頻度などによ

り異なりますので、事前に回収業者とご相談の上、回収を依頼してください。 

 

 

 

報償金あるいは売払金の根拠となる古紙等の回収重量は、再資源化業者（古紙問屋）

が発行する計量票（計量証明書）が根拠となりますので、必ず確認してください。 

なお、計量票には団体名、計量年月日、品名（新聞、雑誌・その他の古紙、ダンボー

ル、紙パック、古布）、重量、再資源化業者名、住所、電話番号等が記載されています。 

 

 

 

申請書、専用伝票は申請月（毎年 8 月と 2 月）の前月末までに原則として団体の代

表者に送付します。申請月までに申請書等が団体に届かない場合は、お住まいの各区

役所自治推進課までご連絡ください。 

 

 

 

最近、集団回収に出した新聞等の資源物を、団体が契約した業者以外の者によって無

断で持ち去られる被害が発生しています。持ち去りの被

害にあわないために、以下のような対策をお願いします。 

① 資源物は、契約業者の回収時間に合わせて出す。 

② 資源物を出す際、「持ち去り禁止」の用紙を貼付する。 

「持ち去り禁止」の貼り紙のサンプルを市ホームペー 

ジに掲載しています。  
堺市集団回収 持ち去り 

Ｑ７．回収量はどのように確認したらいいの？ 

Ｑ６．古紙等の売払価格は決まっているの？

Ｑ５．回収業者の選定に決まりはあるの？

Ｑ４．団体登録前に実施した集団回収分は申請できるの？ 

Ｑ９．持ち去り被害があると聞いたけど？ 

Ｑ８．報償金交付申請の時期や方法は？ 
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 令和  年  月  日 

       自治会の皆様 

        自治会長 

 

資源物（古紙、古着など）の集団回収のお知らせ 

 

         自治会では、下記のとおり集団回収を実施します。この取組に

よって市から交付される報償金（4 円/kg）は、当自治会の大切な活動資金となります。 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 回収日時  毎月第  週の  曜日    時から    時まで 

        （雨天の場合：          ） 

 

２ 回収場所                          

 

 

３ 回収する資源物 

 (1)古紙 ①新聞 

②雑誌・その他の古紙（紙箱・紙袋・包装紙など） 

③ダンボール 

④紙パック 

(2)古着・古布 

 

４ 回収業者                 電話（   ）   －     

 

５ 注意事項    

 ・資源物の種類ごとに分別してください（「回収品目ごとの出し方と注意点」参照）。 

 ・回収業者が回収しなかったもの（対象ではないもの）は、各自で持ち帰ってくだ 

さい。 

 

※集団回収とは、ご家庭から出る新聞や雑誌、ダンボールなどの古紙や古着等を自治

会などの住民団体の皆様が協力して回収し、資源回収業者へ引き渡すリサイクル活

動のことです。 

  

回覧 

＜回覧文例（表面）＞ 
※文例は、市ホームページからダウンロードもできます。 

※裏面等に、P５の「回収品目ごとの出し方と注意点」をご活用ください。 

【お問合せ先】           自治会 担当：  

電話（072）   －     



            

様式第１号（第３条関係）                  

 

堺市有価物集団回収実施団体登録申請書 

令和   年   月   日 

 堺 市 長 殿    

申請者 

団 体 名                 

代表者住所 〒   －      

堺市   区             

役 職        氏 名                    

          電話番号               

堺市有価物集団回収報償金交付要綱第３条第１項の規定により、次のとおり堺市有価物

集団回収実施団体の登録を申請します。 

実施地域 （         校区） 

協力世帯数                  世 帯                        

回収品目 

(該当品目の番号を〇で囲んでください。) 

  １．新  聞  ２．雑誌・その他の古紙  ３．ダンボール 

  ４．古  布  ５．紙 パ ッ ク 

書類の 

送付先 

上記住所と異なる場合のみ記入してください。  

（送付先住所） 

（役職）      （氏名）    

備考  

  

振  
 

込 
  

先 

金 融 機 関 名 支 店 （ 支 所 ） 名 

  

預金種別 
１. 普通（総合）   

２. 当座 

口座番号 

（右詰め） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリガナ  

口座名義 
  

〈注意〉 

１ 預金通帳の口座名義については、団体名、役職名及び氏名を金融機関へ届け出てくだ

さい。 

２  預金通帳の「表紙」と「支店などの口座情報データが記載されたページ」とを各１枚

ずつ、計２枚のコピーを添付してください。 

受付番号 
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堺 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２２８－７０８２   FAX ０７２－２２８－７８４４ 

中 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２７０－８１５４   FAX ０７２－２７０－８１０１ 

東 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２８７－８１２２   FAX ０７２－２８７－８１１３ 

西 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２７５－１９０２   FAX ０７２－２７５－１９１５ 

南 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２９０－１８０３   FAX ０７２－２９０－１８１４ 

北 区 役 所 自治推進課  TEL ０７２－２５８－６７７９   FAX ０７２－２５８－６８７４ 

美原区役所 自治推進課  TEL ０７２－３６３－９３１２   FAX ０７２－３６１－１８１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体登録及び報償金交付申請についてのお問合せはお住まいの各区役所へ 

編集・発行 

堺市 環境局 環境事業部 資源循環推進課    

TEL （072）228－7479    

FAX （072）228－7063   

集団回収を始めませんか～スタートガイド 
2022年２月発行 

堺市集団回収 

市ホームペー

ジでも情報を

ご覧いただけ

ます⇒ 

 

便利な機能が満載！ 

「ごみの分別辞典」や 

「収集日カレンダー」など 

今日が何の収集日か 

すぐにわかります 

 

 

始めよう！ 

アプリで快適ごみ出し生活♪ 

ごみ分別アプリ「さんあ～る」 

品目をタップ 

IPhone 用 

Android 用 




